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訪問販売や電話勧誘販売、マルチ商法などでのトラブルをはじめ、心当たりのない請求、借金問題等に関する相談を受け付けています。

「使用しているガラケーの電池パックを交換しに携帯電話ショップに行った。機種変更するつもりはなかったが、店員に毎月の携帯電話料金が３千円安くなると言われ、スマホの契約をした。さらにタブレットを勧められ、新機種に変更した。しかし、スマホは電話に出る方法が分からず、新しいタブレットも機種が違うため、電源の入れ方が分からず使っていない。返品したい。」
・携帯電話を契約する際は、普段の自分の使い方に合った機種であるかをよく確認し、できるだけ周りの人に相談しましょう。また、操作方法に不安な点があるときは、店員に確認し、理解してから契約しましょう。
・タブレット端末や光回線などを勧められるケースもあります。契約する前に、契約内容や料金を確認し、不要な契約は断りましょう。
・不審に思ったり困ったりしたときは、早めに最寄りの消費生活相談窓口にご相談ください。
■消費者ホットライン　
ＴＥＬ(局番なし)１８８　※お住まいの市町村または県の相談窓口につながります。なお、日曜、祝日の１０：００～１６：００は国民生活センターの相談窓口につながります。
■問／県民生活相談センター
月～金曜日　８：３０～１７：００
土曜日　９:００～１７：００（電話相談のみ）
ＴＥＬ　０５８－２７７－１００３
　ＦＡＸ　０５８－２７７－１００５
※Ｗｅｂ検索＝岐阜県消費者の窓


